
w th
マチ弁から最高裁判事へ

そ
の
時
に
、手
を
挙
げ
る
。一
歩
…
半
歩
で
も
い
い
か
ら
ひ
た
す
ら
前
に
…

東京弁護士会・元最高裁判所判事

山浦善樹弁護士

小原正敏会長

小原　どんな学生さんでしたか。

山浦　子どもの頃から人と話をする

のが苦手で、いつも一人で絵を描

いたりしていた。そんな性格を直し

たいと思ったが運動は嫌いなので、

中学校では学校新聞の委員長に手

をあげ、高校では生徒会長もやっ

た。でも性格は直りません。これは

70歳になっても変わりませんね。

小原　なぜ法学部に行こうと思わ

れたのですか。

山浦　法律には関心がなく、学部

はどこでもよかった。長野県でし

たから、碓氷峠を越えて行かない

ことには一人前になれない、だか

ら東京に出ることが目的だった。

小原　学生時代に興味を持って勉

強なさった法律分野はありますか。

山浦　いいえ、法律には興味がな

かったので、教科書も買わず、授

業にも出なかった。二十歳そこそ

こで、法律の本を読んで条文や判

例に線を引いて覚えること以外に

やることがたくさんあった。あの

頃は「法律勉強適齢期」でなかっ

たのです。

小原　でも、卒論もありますよね。

山浦　卒論は「法律学懐疑論」と

いうタイトルで、法律は嘘の学問

であると。本当は人生観・価値観

で結論を出すんだけれど、理屈を

つけてもっともらしくする学問を

法律というのだと私は看破（？）
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しましたね。

小原　かなり個性的な法学部生で

すね。

山浦　そうですね。でも、法学部

では変わり者でしたが、あの頃は

試験や就職のための勉強より、歴

史、哲学、さらには文学、芸術の

方がおもしろく、既成の枠を超え

たいという気持ちでした。卒論の

基本にある考え方は70歳になって

も同じです。

小原　その先生が司法試験を目指

そうと思われたのは。

山浦　当時は卒業すれば誰でも商

社や銀行に入れた時代で、たまた

ま銀行に入った。知的な組織かと

思っていたが、どちらかというと

体育会系で、みんな朝から「頑張

ろう」と声をそろえて動くわけで

す。これはちょっと違うなと。自

分が意見を言っても余り意味がな

く、入社 1 年でやめました。大学

院でも行こうと思ってゼミの先生

に電話をしたら成績が悪いからダ

メと言われ、あちこち求人広告に

応募したがこれもダメ。そうこう

するうちに 4 か月も経ってしまい、

ここは何か国家試験でも受けるし

かないなと。そこで手ごろなのは

税理士、弁理士、司法書士かなと

思ったが、どれも実務科目があっ

て難しい。でも司法試験だけは座

学・独学でも本だけ読めば合格で

きる、これならできると気付いて、

初めて六法を開いた。受験中はア

パートを出るのは銭湯に行く日曜

日だけ。半年前に結婚した妻に弁

当を作ってもらって本を読むだけ、

彼女が薬局の仕事から帰ってくる

と夕飯を食べて、また本を読む、こ

の繰り返しだった。本が好きなの

で苦痛は感じなかった。

小原　先生の頃は、合格率は物凄

く低かったと思いますが。

山浦　 3 % ぐらいかな。スタート

から論文試験まで 1 年しかなく、

大学 4 年分を独学でやるので、民

法は不法行為まで勉強する時間が

なかった。家族法も読まないで試

験を受けた。でも、前の晩にジュ

リストをパラパラ見てたら、日常

家事債務と表見代理の判例に目が

とまり、そこが試験に出た。

小原　どんな修習生でしたか。

山浦　仲間は独身が多く、皆さん

我が世の春が到来し、青春を謳歌

している感じだったが、私は大学

4 年間は自由を楽しみ、その後サ

ラリーマン失格、ヒモみたいな生

活だったから研修所からもらった



給与は全部妻に渡し、仲間と連れ

立って遊ぶことはしなかった。試

験の成績は良くても独学のためハ

ンディがあったから、湯島では本

格的に法律を勉強する気になった。

科目では、民裁が好きだった。26

期からブロックダイアグラムが使

われ興味がわき、実務修習で武藤

春光部長から所有権喪失の抗弁の

説明を受けたときの興奮は未だに

はっきり覚えています。

小原　修習を終って弁護士になら

れたときの事務所はどちらでしたか。

山浦　若い弁護士が大勢いて、色々

な事件を扱う事務所で働きたいと

考え、元日弁連会長の阿部三郎事

務所に入れてもらった。大型倒産

や企業法務などから、田んぼのあ

ぜ道や庭先の花壇の揉め事のよう

な小さな案件まで、いろいろな事

件をやった。

小原　先生はそこに何年おられた

のでしょうか。

山浦　約10年で、その間に所付を

4 年間やりました。問題・参考起

案・講義メモを作る仕事で、独学

の私にはとても良い勉強になった。

事務所にいるよりも研修所の方が

圧倒的に多かったが、阿部先生は

笑いながら、海外留学に行ってい

るようだと非常に寛容でした。事

務所の仕事について、私はチーム

プレーが不得手でした。チームで

事件をすると、自分の判断や法律

家としての良心と違ったベクトル

での事件処理が必要となることが

あり、「やりたくない。私の考え方

と合わない、私はこの結論は反対

です」ということで、ボスと何回

か対立して、こういう仕事を続け

るのはどうかなという気がしまし

た。また、お金のあるなしで人を

評価する銀行がイヤで辞めたのに、

企業法務の仕事もそれに近いとこ

ろがあるんですよね。市民のため

に身を粉にして働く「お気の毒な

弁護士」を志していたのに、いつ

の間にか、腕を買われた弁護士が

企業の儲けから分け前をもらうよ

うな気分で、私の人生これで良い

のかな……と考えて独立する道を

選びました。

小原　それからマチ弁になられ、普

通の市民の相談に乗ったり。

山浦　ええ、自分の考えを大切に

しました。

小原　そういうお考えの先生が、今

度は司法研修所の教官になられま

す。これをお引き受けになったい

きさつを教えていただけますか。

山浦　私は、先輩からいろいろ指導

を受けたので、時期が来たら、今

度は後輩に伝える立場にあり、当

然教官になるべきだと思っておりま

した。一人弁護士の事務所では文

献だけが頼りでしたが、法廷に行く

とベテランの裁判官が目の前におり、

民訴法や要件事実の勉強ができる

絶好のチャンスでした。裁判官か

ら厳しい注意、激励さらには誉め

言葉も戴いた。法廷で法曹として

の生き方や心構えまで指導しても

らった弁護士は、あまりいないので

はないかと思う。訴訟法や要件事

実が好きでしたから、無口で人と話

をするのが苦手な性格でも、法廷

なら不思議と裁判官と話ができるよ

うになり、法廷は裁判官と弁護士が

戦う場所ではなく、互いに協力して

患者の救命手術をする集中治療室

だと考えるようになった。「弁護士

と裁判官の間を自由に行き来でき

る弁護士」と言われたこともある。

日頃から事件を丁寧にやることで、

裁判官から真面目な弁護士という

評価を受けたようです。かつての弁

護教官は経験談をしゃべればいい

みたいなところがあったが、裁判官

OBA Monthly Journal 2017.8 | 5



と法廷で対話ができる弁護士が教

官になるべきだと思って、手を挙げ

たのです。

小原　同僚として裁判官、検察官

と一緒に仕事ができるというのは

物凄く意味があると思います。

山浦　教官がそれぞれ持ち味を生

かして、法曹養成にあたるのは重

要ですね。

小原　最高裁の裁判官に就任なさ

ったきっかけをお聞かせください。

山浦　最高裁のことは全く関心が

なく、締切りの前夜、東弁では立

候補者が一人もいないと聞き、「も

ったいない」と思って手を挙げた

だけなのです。派閥に相談したら、

今年は適任者がいないということ

で結論が出ていますから、今さら

先生が出てもだめです、勝手に自

分でやってくださいと。仕方ない

ので、 7 人推薦があれば審査を始

めると聞き、あわてて一晩で推薦

をかき集め翌日、立候補しました。

あとで妻に事務所を畳むかも…と

言うと「あなたは勝手ね、依頼者

や従業員はどうするの」と批判的

な意見だった。お客さんに、立候

補したと話をしたら大笑いされた。

東大でない、成績はダメ、サラリ

ーマン失格、大学院に行ってない、

留学経験もない、大事務所でもな

い、著名事件もやっていない、お

金もない、何もない。何で手を挙

げたの、あんたどうしたのと言わ

れました。言われればそうだな、あ

り得ないなと。

小原　弁護士の仕事には、色々な

可能性がありますね。

山浦　我々は事件をやっているんじ

ゃないんですよ。事件は一つの現

象でしかない。おできができると治

せばいいと思うけど、それを治して

も、また違うところにできるかもし

れない。症状がでるのは原因があ

るからで、その原因を取り除く、生

活それ自体を変えないとだめなんで

す。我々は事件を通じて人を治し

ているんですよ。ですから一度、相

談を受けた依頼者との関係は一生

続く、そういう意識がなければ仕事

なんてできません。

小原　全ての弁護士がそういう気

持ちで仕事をしてくれればいいん

ですけれども。

山浦　いや、むしろそういうこと

を実現することができる職業が弁

護士なのです。

むかしアパートの明渡しを頼ま

れました。アル中のおじいさんが

その部屋で生活していて、他に移

ってもらうまでに 2 年ぐらいかか

りました。明渡裁判をやれば勝て

るんだけど、アル中のおじいさん

の生活もちゃんと見てあげなきゃ

いけないし、アパートのオーナー

と両方を見ながら解決しました。

それから20年ぐらいたったある晩

のことです。警察から電話が入り

ました。自動車の追突事故で老夫

婦が亡くなった、車のボックスを

調べたら電話帳の一番最初に弁護

士の山浦さんの電話番号が書いて

あったと。あのアパートのオーナ

ーだったんです。むかし小さな事

件をやったことだけで、その人は

私を覚えていたんです。20年の間

に電話帳は何回か書き換えますよ

ね、それでも書き換えのたびに一

番上に書いていたのです。私はも

う忘れていたけど、この方は「何

かあったらこの弁護士に相談しよ

う」と心に決めていたんです。亡

くなった老夫婦が遠くから私に依

頼をしてきたと感じ、丁寧にその

後の手続を進めました。こういう

経験をするとマチ弁の楽しさが分

かると思います。

小原　最後に、若手も含めて、弁

護士に一番大切なことは何か、メ

ッセージをお願いします。

山浦　人生には幾らでもチャンス

があり、そのときに手を挙げると

か一歩又は半歩でいいから前へ出

ることです。新しい世界が広がり

ます。後になってあのときがチャ

ンスだったと気づいても、もう遅

いんです。

小原　本日は、本当にありがとう

ございました。

山浦　こちらこそありがとうござ

いました。
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